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１．概要（Summary） 

現在、宇宙航空研究開発機構（JAXA）では、将来的

な月面または火星有人探査に向けた検討が行われてい

る。惑星表面での探査を行う上では、舞い上がったダスト

（レゴリスやソイルとも言う）が光学機器のレンズや太陽電

池、放熱面に付着することが問題である。これらは一度付

着すると、そのままでは脱離しない可能性が示唆されてい

るため、これらの表面に ITO 電極を設けて電圧を印可す

ることにより、静電気力でダストを除去する材料の試作を

行う。尚、先ずはレンズや太陽電池、放熱面に共通してい

るガラスに対して試作を行う。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マスクレス露光装置 

スピンコーター 

スパッタ成膜装置(芝浦) 

 

【実験方法】 

宇宙機用の熱制御材料としてよく使用されている、石英

ガラスを基材とする。それら基材の上に、電圧を印可する

ための ITO膜を成膜する。ITO電極のパターニングはマ

スクレス露光装置で行い、その後スパッタで蒸着する。ま

た、裏面には銀をスパッタで蒸着する。その後、表面の電

気抵抗測定や、熱制御材料としての機能を有しているか

熱光学特性（分光特性）の測定を行う。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 石英ガラス基板のサンプルについては、ITO 電極を設

ける際のパラメータスタディを実施中である。ITO 蒸着の

時間を長くすることで ITO の厚さが増し電気抵抗も低下

するが、可視域および赤外域における光学的干渉の影響

が大きくなる。最適な蒸着厚（蒸着時間）を探るため、いく

つかの ITO 蒸着時間を変えたサンプルを用意した。分光

測定結果はFig. 1、Fig. 2の通りである。膜厚は未測定で

あるが、蒸着時のパラメータは NPF にあるデータシートを

参照しているため、それに従うもの（20 nm/min）と仮定し

ている。表面電気抵抗については測定を実施中である。 

 

 Fig. 1 Mesurements of spectral transmittance. 

 

 Fig. 2 Mesurements of spectra reflectance. 
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